
 PPrreessss  RReelleeaassee  令和元年７月１２日公表 

発 

表 

事 

項 

平成３０年住宅・土地統計調査 住宅数概数集計結果について（本県分） 

（平成３０年１０月１日調査） 

  

◆総住宅数は５４６，８００戸で、平成２５年調査から２．４％の上昇◆ 

◆空き家率は１５．３％で過去最高◆ 

   本県の総住宅数は年々増加しており、平成２５年と比べ１２，９００戸（２．４％）増加の 

５４６，８００戸となった。 

  また、総住宅数のうち居住世帯のある住宅は、４６０，９００戸で全体の８４．３％（全国平

均８６．０％）となった。 

一方、空き家数は平成２５年と比べ９，７００戸（１３．１％）増加の８３，９００戸となり、

空き家率（総住宅数に占める空き家の割合）は１５．３％（全国平均１３．６％）で、平成２５

年と比べ１．４ポイント上昇し、過去最高となった。 

 

◆一戸建住宅は３１３，３００戸で、住宅全体に占める割合は６８．０％◆ 

◆共同住宅は１３１，７００戸で、住宅全体に占める割合は２８．６％◆ 

  一戸建住宅数は平成２５年と比べ１６，３００戸（４．９％）減少の３１３，３００戸となっ

た。また、一戸建住宅の住宅全体に占める割合は、６８．０％（全国平均５３．６％）で、平成

２５年と比べ３．９ポイントの下落となった。 

  一方、共同住宅数は平成２５年と比べ１２，０００戸（１０．０％）増加の１３１，７００戸

となった。また、共同住宅の住宅全体に占める割合は、２８．６％（全国平均４３．５％）で、

平成２５年と比べ２．５ポイントの上昇となった。 

 

◆木造住宅は３１８，１００戸で、住宅全体に占める割合は６９．０％◆ 

  木造住宅数は平成２５年と比べ９，２００戸（２．８％）減少の３１８，１００戸となった。

また、木造住宅の住宅全体に占める割合は、６９．０％（全国平均５６．９％）で、平成２５年

と比べ２．４ポイントの下落となった。 

一方、鉄筋・鉄骨コンクリート造等の非木造住宅数は、平成２５年と比べ１２，０００戸 

（９．２％）増加の１４２，８００戸となった。また、非木造住宅の住宅全体に占める割合は、

３１．０％（全国平均４３．１％）で、平成２５年と比べ２．５ポイント上昇し、昭和３８年以

降で初めて３０％を超えた。 
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